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第 5 章では， 乙れら両系合金の粒界反応析出におよぼす冷間加工の影響について検討し， Cu-Ni -Sn 
系合金では，冷間加工によって粒界反応析出を抑制できないが， Cu-Ni 一日系合金では， 90%以上の
前加工を施すことによって，粒界反応析出を完全に抑制して高い硬さを得ている。
第 6章では，多段時効処理の有効性を検討し， Cu-Ni 一日系合金については，上限温度以上で一定
時間時効した後，順次低温域でステップ時効する乙とによって，粒界反応析出を完全に抑制し，かつ変調
構造の波長を微細に保ったまま，濃度振幅を増大させ，高い硬さを得ている。














(3) Cu-Ni -Fe および~Cu-Ni -Sn合金の粒界反応析出に上限温度のある乙とを見出している。つい
で粒界反応析出i乙対する時効前加工の影響を調べ，粒界反応析出の上限温度は前加工度によって変わら
ない乙と，および Cu-Ni-Fe 合金では強加工で粒界反応析出が完全に抑制できることを確かめてい
る。
(4) Cu-Ni -Fe合金について粒界反応析出が生じない温度で，粒内変調構造の周期を変化させない範囲
で第 1 段時効を行い，ついで，より低温で時効し，整合ひずみの増大をはかる乙とにより，高強度合金
を得る新しい多段時効処理法を開発する乙とに成功している。
以上のように，本論文は粒界反応析出の微細組織および粒内愚続析出に多くの新知見を得るとともに，
合金の加工熱処理に新しい指針を与えており，金属組織学ならびに金属材料学の発展に寄与すると乙ろが
大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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